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確率的DEAの反復ゲームシミュレーション解法  

02502560 El本大学 ＊ 畑澤 文祐 HATA屈AⅥrAFumihiro  
o1205220 日本大学   篠原 正明 SHINOHARAMasaaki  

l はじめに  ここで、β1，β2はゲ⊥ム関数を最大化するプレー  

ヤーグループ、tはゲーム関数を最小化するプレイ  

DEA（データ包絡分析法）は、多入力多出力シス ヤーグループとした時の各々の混合戦略ベクトル  

テムの効率性に注目した相対評価法である。一般に と考えることができる。  

DEAのCCRモデルは分数計画法、もしくは線形  

計画法を用いて解を求める方法が一般的であるが、  

我々の提案するDEA反復シミュレーションでは、 3 確率的DEA  

それらを用いずにゲーム論的な解法で解を求める  

ものである。その適用例として、データ値が確率的  DEAは入出力データを確定値として与えること  
に変動する確率的DEAへの取り組みを紹介する。 が一般的である。実際の問題では、データが変動  

することが考えられる。ここでは、データが確率  

変動した際のDEA解法を示す。  

2 DEA反復シミュレーション解  
吋＝句＋亡1ij  

法  的′＝拘＋ど2ij  

DEAにおいて、評価対象をDMU（DecisionMak一  

） 
A′＝（叫｝，叫＝  

．  

（5）  

注目するUnitのことをDMU。と書く。Xj、yjを  

、   β′＝柚＝慧 （6）  

（CCRI）の注目するDMU。についてのシミュレ一   反復シミュレーションの際に、このEl，e2を加え  

ション解法は、（1）で表される全休効率をゲームの たA／，B／を反復の度に与えることにより、確率変動  

目的関数とする2グループの最大化／最小化ゲーム を与えた入出力データの下でのDEAゲームの挙動  

として解釈できる。【1】，【2】  を観察する0反復ゲームシミュレーションの定常  

状態に注目すれば、この確率的DEAの期待値解を  

得る。  

4 例題  

以下に文献【3】（p・7）の例題（－部変更）について、  

実験した結果を示す。  

（2）  

表1例題1入出力データ  

叫β，β1，β2，t）＝  

データをも  

A＝裾叫＝  （3） 

この。M。拘1，y2のデータに関して、それぞ  

れ区間【0，0．5】の一様乱数を与えた際（＝E／）の効率  

β＝小煩），むたj＝  （4）値の変化を測定した0  
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図3：DMUcの効率値び  
図1：例題1   

表1：DMUβ固定時の効率値比較  表3：一様乱数加算時（＝E′）の効率値比較  

DMU  β（4，6）  β（4．25，6・25）  β（4・5，6・5）   

A  0．714418  0．714418   0．714417   

B  1．000182  1．000184   1．000184   

C  0．700006  0．675002   0．649997   

D  0．749998  0．750001   0．749997   

E  1．000029  1．000022   1．000027   

F  1．000029  1．000035   1．000014   

G  1．000008  1．000008   1．000008   

H  0．949999  0．950006   0．950012   

10万回最終効率値   0．667522   

回数1000回刻み平均効率値  0．674705   

回数100回刻み平均効率値  0．675187   

E固定時10万回最終効率値  0．675002  

5 おわりに   

最も変動の影響をうけるDMUcの効率値は収束  

しなかったが、適当な回数刻みでの平均値は、期待  

されるE（4．25，6．25）の確定データの効率値に近似  

するものであった。今回は、データ値が確率的に変  

動する確率的DEAの最も簡単なパターンとして、  

「1入力2出力、変動点1、一様乱数、他のフロン  

ティアへの影響がないもの」を扱った。今後の課題  

として、「多入力多出力、多変動点、正規乱数等、  

フロンティアへの影響があるパターン」について  

もその有効性について検証していきたい。  

表2：DMUβに【0，0・5】一様乱数加算時（＝E′）の計  

算回数別効率値比較  

DMU  1000回  10000回  100000回   
A  0．716235  0．714574  0て14417   

B  1．002587  1．000367  1．000181   

C  0．671133  0．665958  0．667522   

D  0．750487  0．750046  0．750000   

E  1．002244  1．000238  1．000032   

F  1．001820  1．000145  1．000028   

G  1．000833  1．000083  1．000008   

H  0．950657  0．950060  0．949993   
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図2：DMUAの効率値w  
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